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  Clinical effect of fiavoxate for nervous pollakisuria and irritable bladder was investigat－
ed by a double blind method with butylscopolamine bromide as a standard drug． The
following results were obtained．
  1． One hundred and one cases （51 of the favoxate group， and 50 of the standard drug
group） were submitted for analysis． No pre－test difference was noted between two groups
as to age， sex， diagnosis， history， previous treatment， symptoms， severity and complications．
  2． Therapeutic effect on each symptom was analyzed statistically． Flavoxate was signi－
ficantly superior to standard drug for frequent urination， urinary urgency and unpleasant
feeling after urination． There was no difference in the effect on amount of residual urine．
Urinary incontinence was slightly better treated with flavoxate．
  3． As an overall evaluation， fiavoxate showed marked therapeutic effect with significant
superiority to’the standard drug．
  4． Side effect was seen in 18．8％ of the flavoxate group and 25．0％ of the standard drug
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o．ふつう 0．ムつう o．ふつう 0．ムつう 0．ふつう 0、ふつう 0．ムつう    Pn．ふつつ 0．ふつう
おしっこをしたあと，まだ 3．ひどく残っているようだ 5．ひどく残っているようだ 3，ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ 3．ひどく残っているようだ
残っている感じについて．， ②拗脇ているようだ 2・カなり残っているようだ 2，かなり鵬）血・るようだ 2．カなり残っているようだ 2．力電り残っているようだ 2．カなり残っているようだ 2・力電り残っているようだ 2．カなり残っているようだ 2．カなり残っているようだ
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おしっこの時又はしたあと 3．すごく気持がわるい 3，すごく気持がわるい 3．すごく気持がわるい 3．すごく気持がわるい 3．すごく気持がわるい 3．すごく気持がわるい 3，すごく気持がわるい 3，ひどく気持がわるい 3．ひどく気持がわるい
気持が悪ければ，その感じ 2．気持がわるい 2．気持がわるい 2．気持がわるい 2、気持がわるい 2．気持がわるい 2．気持がわるい 2．気持がわるい 2．気持がわるい 2．気持がわるい
について，あてはまるとこ ①少し賭がわるい 1・少し気持がわるい 1．少し気持がわるい 1．少し気持がわるい 1．少し気持がわるい 1．少し気持がわるい 1．少し気持がわるい L少し気持がわるい L少し気持がわるい
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おしっこをもらすことがあ 3．たびたびもらす 3．た．びたびもらす 3．たびたびもらす 3．たびたびもらす 3．たびたびもらす 3．たびたびもらす 3・たびたびもらす 3．たびたびもらす 3・たびたびもらす
れば，その程度について， 2，ときどきもらす 2・ときどきもらす 2．ときどきもらす 2．ときどきもらす 2．ときどきもらす 2，ときどきもらす 2．ときどきもらす 2．ときどきもらす 2．ときどきもらす
あてはまるところに○をし 1．たまにもらす 1．たまにもらす したまにもらす 1．たまにもらす 1．たまにもらす 1．たまにもらす 1・たまにもらす したまにもらす 1．たまにもらす．
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Table 1対象患者 Table 2 総：合効果
               推計学的検定因子項 目F群B群                 （x2－test）
＼効果
投与縞
    男  性  17
性 別 女  性   34
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    31～50歳
年齢51～70歳
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 危険率6．1％で有意差あり
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    重  篤   4
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症  1症  1 有意差なし
刺激膀胱   王 刺激膀胱   2
外陰炎1外陰炎1
頸部膀胱頸部膀胱
炎  1炎  1
慢性膀胱炎  1
計 51 50
な  し 36 37
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B 群  2  9
計 41 42 83
計
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F 群 B 群 計 推計学的検定 （x2－test）
脱落例を除く試験対象例 53 52 105
副 作用 発 現例 10 （18．8％） i3 （2Dr．o％） 1 23 有意差なし
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F 群  B 副  e 計 推計学的検定 （x2－test）
全試験対象［ 61 59 120




由 静翻 80 61 141
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Flavoxate錠の臨床的効果を検討するために，神経
